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PRESS RELEASE  2018/6/25      
 

 

学芸員リカレント教育プログラムを開始 
～7 月 22 日に一般公開シンポジウムを開催～ 

 
 

【概要】 
北海道大学は，現役のミュージアム学芸員や自治体の文化政策に携わる職員等を主な対象として，

企画展制作スキルのリカレント教育（＝社会人のための学び直し教育）をスタートさせます。講義・
実習・実践を通して，最終的に実際の展示制作・運営を目指す 3 年間のプログラムです。大学院文学
研究科を中心に，総合博物館，大学院工学研究院，アイヌ・先住民研究センター，高等教育推進機構
科学技術コミュニケーション教育研究部門（CoSTEP）が運営を担い，文化庁の「大学における文化
芸術推進事業」の助成を得て実施します。 

開講は 7 月で，現在受講生を募集中です（受講料無料）。開講特別プログラムとして 7 月 22 日（日）
に一般公開シンポジウム「いまこそ＜企画力＞企画展制作の立案・運営・評価」を開催します。 

 
【プロジェクト開始に至った経緯】 

北海道大学には学芸員資格取得のカリキュラムがあり，毎年，文系・理系を問わず多くの学生が学
芸員資格を取得しています。一方で，近年，ミュージアムのあり方や学芸員の役割が変化し，日常業
務に追われる現役の学芸員等からは，新しい知識や実践を体系的に学ぶ機会を求める要望が寄せられ
ていました。 

そこで，学芸員の企画展示力を向上させ，新たなミュージアムの可能性を開いていくために，学芸
員教育の実績を有する本学で，最前線の話題とスキルを提供するリカレント教育プログラムを企画し
ました。 

 
【内容・意義】 

プログラムは，受講生限定プログラムの講義・実習・実践のほかに，一般公開されるイベントから
構成されます。全国の最前線で活躍する各分野の講師陣を招き，本学教員と協働して共修・探求型の
教育を行います。詳細については，添付のチラシをご参照ください。 

このプログラムで学んだ企画展制作スキルを身につけた修了生は，将来，質の高い企画展を数多く
実践し，北海道の文化芸術の底上げをしていくことが期待されます。また，プログラムを通じて，受
講生同士のネットワークが形成され，ミュージアム横断的な企画が生まれることが期待されます。 

 
【開始時期】 

2018 年 7 月 22 日（日）13:00∼16:00 開催の一般公開シンポジウム「いまこそ＜企画力＞企画展制
作の立案・運営・評価」が，プログラムの開始日となります。 

プログラムでは，現在受講生を募集中（受講料無料・6 月 29 日（金）募集締切）です。お問い合わ
せは，下記「学芸リカプロ事務局」にお寄せください。 
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お問い合わせ先 
北海道大学大学院文学研究科 教授 佐々木亨（ささきとおる） 

ＴＥＬ 011-706-4017   ＦＡＸ 011-706-4017 （学芸リカプロ事務局） 
メール recurrent̲hokudai@let.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://www.let.hokudai.ac.jp/recurrent/about/ 

配信元 
北海道大学総務企画部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610   ＦＡＸ 011-706-2092   メール kouhou@jimu.hokudai.ac.jp  








